令和３年12月吉日
研修企画書

研修名
知的資産経営WEEK2021セミナー　－知的資産経営における技術士への期待－

目的・要旨
　企業などの競争力の源泉としての，人材，技術，技能，知的財産（特許・ブランドなど），組織力，顧客とのネットワークなど，財務諸表には現れてこない資産を総称して“知的資産”といいます。また“強み（知的資産）”をしっかりと把握し，それを“見える化”することで業績の向上に結びつけることを“知的資産経営”といいます。
　ローカルベンチマークは，企業の経営状態の把握，いわゆる“健康診断”を行うツール（道具） として，企業の経営者など金融機関，支援機関などが，企業の状態を把握し，双方が同じ目線で 対話を行うための基本的な枠組みであり，事業性評価の“入口”として活用されることが期待さ れるものです。
また，経営デザインシートは，知財が企業の価値創造メカニズムにおいて果たす役割を的確に評価して経営をデザインするためのツールで将来に向けて自社及び支援先が持続的に成長するために,将来の経営の基幹となる価値創造メカニズム（資源を組み合わせて企業理念に適合する価値を創造する一連の仕組み）をデザインして移行させるためのシートです。
今回のセミナーは，技術士が得意とする“技術を用いて支援先の問題を発見し，それを解決する業務”を遂行する際に，有益となる知的資産経営に関する基礎知識を習得することで，支援する企業・経営者への更なる貢献を目指し企画しました。
コンサルタントを生業とした独立技術士だけでなく，企業内技術士にも役立つ研修ですので，是非，多くの方に受講して頂きたいと考えています。
なお，本研修会は全てTeamsによるWeb配信によって行われます。Web配信方法の詳細については参加者にご連絡いたします。

開催要領
1.日時：2022年 1月 19日（水曜日）13:30～17:00
2.場所：オンライン配信 
3.主催：公益社団法人　日本技術士会
4.後援：経済産業省
5.テーマ：知的資産経営における技術士への期待
6.プログラム概要：（変更する可能性あり）
(1) 知的資産経営の概要
講師：小林　幹　氏　
（経済産業省 経済産業政策局 知的財産政策室 係長）
時間：13時35分～13時45分(10分)
[bookmark: _Hlk88661291](2) ローカルベンチマークの概要と最近の取組
講師：横川　翔哉　氏　
[bookmark: _Hlk87696697]（経済産業省 経済産業政策局 産業資金課 係長）
時間：13時45分～14時35分(50分:質疑含む)
　(3) 知的財産推進計画2021 ～知財投資等に関する開示等ガイドライン、経営デザインシートの実践  ～
　　講師：鶴本　祥文　氏　（前半の説明）
（内閣府 知的財産戦略推進事務局　参事官補佐）
講師：妹尾　千明　氏　（後半の説明）
（内閣府 知的財産戦略推進事務局　主査）
時間：前半と後半で14時45分～15時45分(計60分:質疑含む)
　(4) メーカーのブランド戦略とそれに纏わる事業の活性化 
講師：八角　克夫　氏　
（技術士・化学部門）
時間：15時55分～16時55分(60分:質疑含む)

7.定員（申込み先着順）：200名
8.参加費（資料代含む）：無料（一般・会員共通）
[bookmark: _Hlk89357124]9.参加対象者：会員，非会員
10.申込先：
　・受講申込みは必ず技術士会HP-Web行事予定から申込んで下さい。
会員　　https://www.engineer.or.jp/kaiin/dmsw0200.php
非会員　https://www.engineer.or.jp/ippan/dmsw0211.php
　・照会先：公益社団法人日本技術士会　技術士活性化委員会
　　委員会事務局　peksk@engineer.or.jp　（担当：谷口）

11.開催準備，収支
１．準備機材
パソコン2台，プロジェクター，ホワイトボード，マイク，Webカメラ

２．Web中継　（　北海道　東北　北陸　中部　近畿　中国　四国　九州　）

３．講師折衝状況
	講師
	講師許諾
	Web中継可否
	印刷可否
	資料HP掲載
	録画可否
	謝金

	[bookmark: _Hlk88727389]小林　様
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否

	横川　様
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否

	[bookmark: _Hlk89356645]鶴本　様
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否

	妹尾　様
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否

	八角　様
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否
	諾・否


	

４．収支計画
収入	参加費	 　　　　0円	× 200人＝ 　　　 0円
             日本技術士会事業予算                          10,000円
支出	謝金                    0円	×   4人＝   　　 0円
　　　　　　　　　　　        　10,000円	×   1人＝   10,000円
研修室費	  　　　        0円	×   1室＝  　　　0円
資料代	      　        0円	×　 0人＝  　　　0円
収　支	                    ＝                     0円
		（内訳：必要に応じて記載）
		その他　経済産業省及び各省庁ならびに内閣府への謝金は無し

５．Web会議形式について
	項目
	内容

	講師
	機械振興会館または各職場などからオンライン配信

	活性化委員会
	機械振興会館からオンライン中継セットや司会進行など

	参加者
	自宅や会社からオンライン参加

	オンラインソフト
	技術士会Teams

	参加費
	無料

	講演資料
	Teamsの招待メールとともにPDFデータを配信





６．委員出欠・役割分担
福﨑 技術士活性化委員会委員長（　	〇	）
谷口 基礎研修小委員会委員長（　	〇	）
志澤 業務支援小委員会委員長（　　	×	）
佐々木 委員　　	（　	〇	）
齋藤 委員		（　	〇	）
山田 委員		（　	△	）
清水 委員		（　	△	）
高野 委員（北陸）	（Web　　〇	）
富田 委員（中部）	（Web　　〇	）
小安 委員		（　　	△	）
[bookmark: _Hlk83922943]間島 委員（関西）	（Web	△	）
長原 委員（中国）	（Web	〇	）
青山 委員		（	×	）
津上 委員		（　	△	）
廣瀬委員		（　　	〇	）
尾上委員		（　　	△	）
滑川委員		（　　	〇	）
〇：参加予定，×：欠席予定，△：未定


７．当日の作業分担
　司会：谷口
　開会挨拶：福﨑
　閉会挨拶：福﨑
開催記録・写真：中澤, 岩崎, 齋藤
　パソコン操作（Web中継）：小安
　アンケート集計：清水
　マイク、照明、空調など：岩﨑

８．今後の日程
1） 講演資料原稿締め切り　2022年1月13日（木）
2） HP原稿案作成　2021年11月 24日（水）　谷口
テーマ更新，講師名更新　2021年11月 24日頃まで　谷口
3） 月刊誌技術士原稿作成　2021年11月2 4日（水）岩﨑　
4） 同報メール原稿　2021年12月6 日（月）　谷口
5） 上記3点レビュー締め切り　2021年12月1 日（水）　各委員（メールレビュー）
6） 情報発信　　 事務局
　・HP(CPD)登録　2021年12月13 日（月）
　・月刊誌技術士原稿提出　2021年11月 24日（水）
　・同報メール（1回目）　2021年12月 15日（水）
　・同報メール（2回目）　2022年1月 5日（水）
　　　　　　　　　　以上
